
フ ォ ー ラ ム 理 科 教 育No.192018

フィール ド探究部の活動紹介

～探究活動の充実に向けた宮津高校の挑戦～

多々納 智

京 都 府 立宮 津 高 等 学 校s-tatano@kyoto・be.ne.jp

キ ー ワ ー ド:フ ィ ー ル ド探 究,

(受 付:2018年1月26日)

うみほし公園,ス ジエビ

1.は じめに

次期学習指導要領の改訂にお ける総合的な探究の時間の導入 は,教 育関係者 におか

れてはす でに周知 のことである。 この教育の大規模改革を見据 え,各 学校 におかれて

はすでに議論 が深 め られているもの と推 察 され る。本校 では本格的な探 究活動の実施

に先駆 けて,2015年 度か らフィール ド探究同好会 を発足 させ,探 究活動に対す る学校

全体の機 運を高めて きた。そ して,2018年 度の2年 生(普 通科)か ら学校 挙げての探

究活動に取 り組む こととなる。すで に多 くの学校では授 業実践 に移行 され てい る段階

であるが,本 校 の取組についてここに報告す る。

E.発 足

本校は2013年 度 よ り,ス ーパーサイエ ンスネ ッ トワー ク京都(SSN京 都)の 指定

を受 け,こ れ が探 究活動の推進 に向けた第一歩 となった。京都府下の同指定校 は9校

あるが,理 数 系学科 を持たない高校 としては本校が唯一である。SSN京 都 では,年2

回(6月,11月)の 京都サイエ ンスフェス タを開催 し,各 校 の課題研究の成果 を発表

してい る。 この企画へ の参加に向けて,当 初は文字通 り有志 を募 り,富 栄養化 が進む

阿蘇海の浄化をテーマ にス ター トを切 った。 その後,生 徒がよ り主体的 ・継続的 に幅

広 い課題研 究に取 り組む ことができるよ う,2015年4月,フ ィール ド探究同好会が発

足 した。 この同好会 の顧問を筆者が担 当す ることになったわけであるが,当 初 は運動

部顧問 との兼務 であったため,さ した る活動 もできないまま1年 を経過する こととな

った。その間,不 定期 に学校近 隣の 自然観 察等 に足 を運んだが,当 時の生徒 には大変

申し訳 ない ことを した と大いに反省 してい る。

皿.転 機

発足か ら1年 を経過 した2016年,筆 者の軸

足が少 しずつ同好会活動 に移 りつつ あった頃,

当時2年 生だった生徒 の入会が この活動 を大き

く前進 させ るきっかけ となった。特 に大意 もな

くその生徒 とともに校 内の池に出かけ,タ ーゲ

ッ トも定 めずに網 を振 るい,た またまスジエ ビ
図1ス ジエビの観察
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を多 く捕獲できた(図1)。 このエ ビの観 察か ら生徒は多 くの気付 きを得 た。例 えば,

「淡水生のエ ビが海水で生息できない原 因(イ オ ン)は 何 か?」,「 大型個体が物陰

を占拠 しているのはなぜ か?」 等であ る。それ らの問いに対 し,実 験 室や学校内にあ

った資材 で手製 の実験器具 を作成 し,暗 中模索なが ら実験が スター トした。す ると不

思議な もので,興 味 を持 った生徒が次々に集 ま りは じめ,6名 か らなる研究チームの

発足に至った。彼 らの充実 した活動が多 くの教職員,生 徒 にも知 られ るところ とな り,

2017年,同 好会は部活動へ と昇格 した。

は輝 きを放 っていた。 その後 も,う みほ し公園

では大学や地域 の学識者 と面識 を得 る機会 が多

くあ り,研 究対象のフ ィール ドの拡大を実現 し

て きた。つま り,う みほ し公園 には我 々 と地域,

学識者 とを接続す るハ ブの機能を果 た していた

だいた。

N.活 動 の拡大 と地域連携

自然科学 において,豊 富 な研 究対象 の存在は何 よりの資源である。その点で,海 ・

1」」・川 が眼前 に広がるここ丹後は,非 常 に恵まれ たフィール ドだ と言 える。 しか し,

ここで問題 になったのは,地 域の 自然 に対す る筆者 の理解度の低 さであった。それ故,

地域 との連携の必要性 を感 じていた とき,京 都府立丹後海 と星の見える丘公 園(う み

ほ し公 園)を 紹介 され た。 うみほ し公園は,地 域 の人材や大学な どの学術機 関 との連

携 の中で,幅 広い年齢層 に対 して多様 なプログラムを提供 してい る。早速,2016年4

,月に開催 された里山学習会に生徒 とともに参加す ることにした(図2)。 当 日は一般

公募 の生徒 を含 めた28名 が参加 し,想 像以上の反響に驚 か され た。 この学習会 には

宮津エ コツアーの安 田 潤氏をは じめ,地 域で活動 されている方 々が講獅 役 として参加

され ていた。後述す るが,フ ィール ド探 究部の活動は研究+α で構成 され てお り,+α

につ いて安 田氏には現在 も大変お世話になって

いる.実 際に参加 して鮒 かされたことだが,艦 槻一 嘆 ㌔ 磁

霞製潔 ㌍ 躍 欝 漏冒 ら∴1- .'藁
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図2里 山学習

V-1.現 状①(探 究活動)

取 り組んで きた研 究テーマを紹介す る。

⑦ スジエ ビの光走性(個 体の大 き さによる違 い)

② スジエ ビの光 走性(光 の波長 による違い)

③モ ン ドリ(漁 具)の 構 造の考察

④ クロモジ精 油の抽出

⑤宮津の風 の特殊性

⑥ フナの学習(顔 を認証す るのか)

⑦ 電子制御 による ミニカー の製作

テーマは,生 徒の主体性 を重ん じ,安 価 に,身 近な物でできる題材 を選 ばせてい る。
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ここでは研究内容の詳細についての説明は控えるが,本 年度,よ うや く理科全領域

に渡る探究テーマを設定できた。顧問以外でも自主的に指導に当たる教員も現れ,学

校全体の探究 に取 り組む意識の高ま りを象徴 し

ている。各研究の成果 は,京 都 サイエ ンスフェ

スタにおいて発表す る とともに,次 年度の探究

の本格実施に向けて1年 生 を対象 にそ の研究内

容を紹介 した(図3)。 発表までの過程 を通 し

て,論 理的思考力やプ レゼ ン能 力が向上するの

は もちろんの ことであるが,そ れ以上 に研 究に

対 して一層 意欲的 にな るとい う効果が最 も大 き

いよ うに思われ る。
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図3研 究発表
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V-2.現 状②(+α)

本部活動 では個人で取 り組む研究活動 の他 に,地 域 の産業や 自然に関わる学習を行

っている。宮津市 と連携 し 「宮津仕 事学び講座 」 と題 して,飯 尾醸造様や天橋 立 ワイ

ナ リー様等 の地元企業について学びを深 めてい る。地域柄,生 徒は多様 な職業に触れ

る機会 に恵 まれてお らず,こ の よ うな取組 を通 して生徒の キャ リア意識 を育む ことを

目的 としてい る(図4)。

また,宮 津エ コツアー代表の安田 潤氏 の御指

導の下,宮 津市上世屋地 区で里山学習 を行って

いる。前述の よ うに丹後は 自然溢れ るフィール

ドである。 しか し,少 子化に よる外遊びの減少

が 自然体験 を乏 しくし,自 然科学へ の関心の低

下を招いてい る。 そのよ うな現状 にあって,里

山学習 は地域 の 自然 について体験的 に学習でき

る絶好の機 会である。その活動 を以下 に数点紹

介 したい。
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図4ブ ドウの収穫

森づ くり

上世屋から木子の中間に位置する杉林皆伐後

3年 が経過 した土地を利用 して森づくりを行っ

ている。植生の遷移の過程がよく観察できると

ともに,標 高400m付 近のこの場所は冷温帯と

暖温帯の境界付近に位置するため,多 様な動植

物を観察することができる。また,こ の取組に

は京都府丹後振興局森づ くり推進室に御協力い

ただき,生 物種の同定や森林整備など,専 門的

に御指導いただいている(図5)。
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図5森 づくりの様子
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棚 田の再活用

上世屋 は 「生物 多様性保全 上重要な里地里山」 に選ばれ た,

べき棚 田が広がる地 区で ある。 しか し,人 口減
、.、 「

少や機械化な どに伴い,多 くの棚 田が放棄 され,

生物 多様性の低下や獣害の増加 が問題 になって

い る。そ の棚 田を畑 として再活用 し,野 菜や花

な どを栽培 した。収穫 した野菜は地域の児童た

ちと味わい,ネ ッ トワー クの構築 に里 山が果た

す役割 にも気付か され た。今後 も放棄 された棚

田を活用 し,湿 地特有 の生物の保 全活動 にも挑

戦す る予 定で ある(図6)。

地域への学習成果の発表

これ らの内容 を中心 とす る里 山学習 の成果 を,

京都サイエンスフェスタや京都環境 文化学術 フ

ォー ラム,そ して地域 の方々に対 して発表 した

(図7)。 行 ってきた活動 を体系的にま とめる

ことで,生 徒の理解 も一層深ま り,活 動 の意義

をよ り強 く認識す ることができた。 また,地 域

の方々に対 して も,当 地区が持つ価値 について

の理解 を深 めていただ く機会 となった。

日本の原風景 とも言 う
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図6放 棄棚田の活用
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図7現 地での学習成果の発表

児童の 自然体験 プログラムの補助

うみ ほし公 園主催の子 ども向け自然体験 プロ

グラムに補助員 として参加 した(図8)。 小学

生 の夏休みの 自由研究や幼児 の 自然体験 に関わ

るこ とで,子 どもの旺盛な興味 ・関心や純粋 な

疑 問に高校生 も刺激 を受ける ことがで きた。校

種 を超 えて生徒 と児童 ・幼児 が交流す ることで,

地域 にお ける教 育のネ ッ トワー ク形成に も今後

繋 がるもの と考えている。 図8う みほし公園での活動

VI.生 徒のキャリア形成に果たす役割

立ち上がってから問もないため卒業 した生徒数が少なく一概に言 うことはできな

いが,本部活動が生徒の進路実現に果たす役割は大きい と捉えている。国公立大学AO

入試 ・推薦入試における合格率が高 く,活 動を通 して明確な進路 目標を見出している

と言える。探究活動は希望分野に直結するテーマではなくとも,課 題解決に至るプロ

セスを丁寧に行 うことが,全 ての学問分野に共通する根幹的要素を育成することに繋

がっている。そ して,大 学や教育委員会が主催する発表の機会をはじめ,地 域や学校

における研究成果の発表を通 して自信を持って意見表明ができるようになることも大
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きな効果である。 さらに,大 学入学後も学業にとどまらず,地 域連携など対 しても主

体的に取 り組んでいることが卒業生たちの報告か ら伺え,生 涯に渡る学びの基盤の形

成 と社会性を育成することにも寄与できていると考えられる。

N皿.今 後 に向けて

先 にも述べ たよ うに,本 校 では2018年 度 よ り普通科2年 生が全員 で探究活動に取

り組む ことになる。 これまでの3年 間で培 った本部活 動の成果 を学校全体 に還元 し,

さらに発展 させ る段階に移行 してい く。本部活動の在 り方 について も,そ の よ うな状

況 を踏まえて,一 層の充実を図ってい く必要が ある。今後 も本校の探究活動 を牽引す

る役割 を担 うこ とはもちろんであるが,地 城連携 を一層推進 し,学 びのフィール ドの

拡大 と深化 を図ることが重要 であると考えてい る。雪の多い時期においても,ス ノー

シュー を履 いてスノー トレッキングを体験 し,冬 だか らこその地域 の 自然 を体験す る

こ とができる(図9)。

過疎化 ・少子化 の進行 で学校再編を余儀 な くされ るな ど,京 都府 北部地域の現状 は

厳 しく,地 域 と学校の結びっ きもこのまま

では薄れかね ない。せっか くの恵まれ た教

育資源 も,地 域 との連携 な くしてそれ を活

用す ることは不可能である。 その よ うな現

状 にあって,我 々教育に携 わる者は意識 的

に地域に 目を向け,教 育資源 の発見 と活用

の促進 を図 る必要が あると考えてい る。 そ

れが この地域 にお ける教育の特色化 を推進

す る とともに,高 校生の活動 が地域に活力

を与 えるとい う相乗効果を生み 出す と期待

してい る。

図9ス ノー トレッキングの様子
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